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研究成果の概要： 

 森林教育プログラムの参加者に対する事前と事後の意識調査によって、森林の機能に対する

理解と環境配慮意識・行動の形成との関係性の把握を行った。本研究の結果から、森林の機能

の理解の違いによって形成される環境配慮行動や森林保全意識が異なることが明らかとなった。

また、環境配慮行動や森林保全意識の形成を阻害する要因として自然志向や環境問題に対する

関心などの環境認識があることが考えられた。仮説的ではあるが、森林の多面的な機能の理解

から短期的な環境配慮行動の形成へと繋がるものと、長期的な環境配慮行動の形成へと繋がる

ものとがあると考えられ、狙いとする効果によってプログラムを比較検討し企画する必要があ

ることが示唆された。 
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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 

キーワード：森林、環境教育、機能、環境配慮意識、環境配慮行動 
 
１．研究開始当初の背景 
 森林は環境教育や野外教育において多く
の教育素材を提供し、教育の場として実際に
利用されることが多い。その森林の機能につ
いては既に水源涵養機能や生活環境保全機
能、木材等生産機能など、多面性のあること
が指摘され、わが国における林野行政だけで
なく地方自治体の森林管理計画など多くの
森林に関わる施策に反映されている。また、
分化したそれぞれの学問分野においても貨
幣尺度による評価のように定量的な研究成
果が蓄積され、個々の機能について解明され
つつある。しかし一方で、森林の遺伝子資源
をはじめとする計測不可能な価値について
は過小評価されるなど、国際社会はもとより

国内において国民的理解とコンセンサスを
形成するために提供できる全体的、学際的な
情報に乏しい現実にあり、森林の役割（働き）
を伝える技術、方法論の蓄積が十分ではない。 
 わが国の国土の３分の２を占める森林の
必要性や効果、そのあり方について、理解を
得るための有効な方策として森林・環境教育
が考えられるが、大学教育においては体験型
教育プログラムの開発は教育学（野外教育）
の分野を除いて殆ど実績が無く、科学の立場
から分かり易く説明するための研究成果や
自然環境情報の整理が必要である。そこで、
申請者は独自に所属組織内における競争的
研究資金によって森林の多面的機能の組み
合わせに着目したモジュール型森林教育プ
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ログラムの開発を行った。しかし、森林の情
報をどのように伝えるべきかを検討し、教育
テキストやプログラムを提案したものの、森
林の機能に対する学習者の理解や形成され
る意識など、その教育効果について十分には
明らかに出来なかった。 
 森林や環境に関する教育において望まれ
る効果とは何か、その目指すべき到達点につ
いては以下のように考えることができる。森
林教育を含む環境教育には段階的な目標が
あり、関心（親しむ・気づく）、理解（知る）、
行動（実践する・守る）の３段階やそれに類
する整理が数多く見られる。また、ベオグラ
ード憲章においても最終的な目標として参
加が位置づけられており、環境問題の解決に
むけた参加の重要性が指摘されている。即ち、
森林・環境教育の究極の目標は地球環境を保
全するための意識を促すことだけでなく、同
時に地域の環境の保全にむけた意識と行動
を生起することであり、日常生活において環
境に配慮した行動へと誘導することが重要
と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 以上の視点から、本研究では森林の機能を
題材とした教育（学習）が環境配慮意識や環
境配慮行動に及ぼす影響について明らかに
することを企図した。具体的には、 
(1) 森林の８つの機能（生物多様性保全機能、
地球環境保全機能、土砂災害防止・土壌保全
機能、水源涵養機能、快適環境形成機能、保
健・レクリエーション機能、文化形成機能、
物質生産機能）およびその組み合わせに対す
る学習者の理解が環境配慮意識と環境配慮
行動へ与える影響を明らかにすること 
(2) 森林の機能を学習する際に、環境配慮意
識と環境配慮行動の生起を阻害する要因を
明らかにすること 
(3) (1)と(2)に関する検討を通して、教育効
果の最大化の観点から森林・環境教育プログ
ラムのあり方について考察すること 
の３点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)研究対象地 
 まず、日常の生活時間内における森林の機
能に関する学習機会の多寡が、環境配慮意識
や環境配慮行動に少なからず影響を及ぼす
と考えられることから、研究対象地として、
森林資源が豊富な森林域と位置づけられる
山梨県南部町、中山間域と位置づけられる同
県山中湖村を選定した。次に、両地域の学校
や教育委員会等に対して、研究の一環として
学校において森林教育プログラムを実施し
たい旨を伝え協力を求めた。その結果、両地
域の中学校と小学校のそれぞれにおいて森
林教育プログラムを３日間実践する機会を

得た。ただし、後者の山中小学校においては
カリキュラムの編成上の理由によって、教育
による影響（効果）の把握のための調査を実
施することができなかった。 
(2)森林教育プログラムの企画 
 既往の研究結果や文献を参照しつつ、効果
的と考えられる森林教育プログラムを作成
し、プログラム実施に必要な機材を準備した。 
(3)教育によって生じる影響の把握 
 森林の機能を題材とした教育（学習）が環
境配慮意識や環境配慮行動に及ぼす影響を
明らかにすることを企図して、山梨県南部中
学校では、事前意識調査と事後意識調査を企
画立案し実施した。調査票の構成（主要な質
問項目）は以下の通りである。 
・森林の働き（＝機能） 
・木を切ることに対するイメージ 
・自然志向、環境認識 
・環境配慮行動 
・南部町の森林をまもっていくための方策 
 

写真１ 年輪を用いた林業の解説 
 
４．研究成果 
 小学校および中学校における森林教育の
実践と、南部中学校における事前および事後
の調査結果によって得られた研究成果は以
下の通り。 
(1)森林教育プログラムの概要 
・2008年6月25日（事前意識調査） 
・2008年7月10日（林業と機械の解説、イ
ニシアティブゲーム、樹木に関する解説、土
壌への水の浸透実験、土壌の水浄化実験） 
・2008年7月17日（ミニチュアモデルを用
いた土砂流出実験、事後意識調査） 
 以上の３日間、森林の機能に関する解説に
重点を置いて授業を実施した。 
(2)森林の機能に対する理解 
 全被験者58人を大きく、森林教育プログ
ラムを受ける前に「森林の機能」について問
う比較対照群と、プログラムを受けた後に問
う効果把握群の２つの群に分けた。そこで、
両群に森林の機能にどのようなものがある
のか自由回答を求めたところ、全体としては、



 

 

地球環境保全機能に関する事項が最も多く
記述され、50人の回答に見られた。次いで保
健・レクリエーション機能が多く20人、さ
らに快適環境形成機能が16人だった。反対
に最も少なかったのは文化機能でありわず
か２人の回答にとどまった。一方、群ごとの
傾向について見ると、比較対象群（事前）で
は回答される機能の延べ数が多いのに対し、
森林教育プログラムを受けた効果把握群（事
後）では回答される機能の延べ数が少なく、
地球環境保全機能の割合が高くなる傾向が
見られた。 

図１ 自由記述に見られる森林の機能 
 
(3)木を切るイメージ 
 同様に、全被験者 58人を大きく、森林教
育プログラムを受ける前に「木を切るイメー
ジ」について問う比較対照群と、プログラム
を受けた後に問う効果把握群の２つの群に
分けた。両群への質問の結果、全体としては、
木を切ることに対する悪いイメージが最も
多く、次いで良いイメージと悪いイメージの
両者を同時に持っている被験者が多かった。
一方、群ごとのイメージの割合を見てみると、
比較対象群（事前）では木を切ることに対し
て悪いイメージのみ持つ回答者が約７割を
占めているのに対し、効果把握群（事後）で
は約４分の１と少なく、森林教育プログラム
の効果として、木を切るイメージがマイナス
からプラスに転じたことが示唆された。 
(4)自然志向と環境認識 
 環境配慮意識や環境配慮行動の形成に影
響を及ぼす因子として自然志向や環境認識
の把握を行った。事前と事後で比較すると、
自然志向（自然が好き−嫌い）や関心（環境
問題を知っている−知らない）は事後に評価
点（４段階）が増加することから、体験重視
の森林教育プログラムによって自然志向と
関心が高まったと考えられる。一方、危機感
（地球環境問題が深刻だと思う−深刻だと思
わない）や責任感（地球環境問題の責任があ
る−ないと思う）、役割感（地球環境問題に対
して自分にできることがあると思う−ないと
思う）ではプログラム後に評価点が低下して

おり、森林学習によって環境問題に対する認
識が修正されたと考えられた。 
(5)環境配慮行動 
 環境配慮行動について、①事前調査時点で
「すでにしている」こと、②事後調査時の時
点で「最近始めた」こと、③「これからしよ
うとしている」こと、の３つに区分して把握
した。その結果、全体として、最も多かった
のは省電力で延べ 57件、次いで、エコバッ
グの持ち歩き（レジ袋を受け取らない）とゴ
ミの分別・リサイクルが多く、それぞれ 45
件であった。一方、①～③ごとの特徴を把握
すると、プログラム後の③「これからしよう
としている」環境配慮行動では、省エネ（18％
→24％→16％）やエコバッグの持ち歩き
（16％→21％→7％）などの回答が減少して
おり、環境配慮行動の割合に若干の変動が見
られた。②−①は森林教育プログラムの短期
的効果、③−（①＋②）は長期的効果を表す
と考えられるが、①と②の比較から省エネの
増加が、③と（①＋②）の比較からゴミの分
別の増加が把握され、森林学習によるそれぞ
れの効果を把握することができた。 
(6)南部町の森林をまもっていくための方策
（森林保全意識） 
 南部町の森林をまもっていくために、どう
していくのがよいのか質問したところ、事前
調査では「木を切りすぎない」「緑化・植林」
「自然保護意識を持つこと」などの回答が多
かったが、事後調査では「木を切ること」「管
理作業」「間伐」などの回答が増加し、森林
教育プログラムにおいて林業や機械の解説
を行った効果が見られた。 
(7)森林の機能に対する理解と環境配慮行動
の形成 
 森林の機能に対する理解と、環境配慮行動
の形成との関係性を把握するため、自由回答
に記述される森林の機能と、形成される環境
配慮行動の種数との間で分散分析を行った。
その結果、森林の保健・レクリエーション機
能が理解されると短期的な環境配慮行動が
形成される（ｐ＜.01）ことが明らかとなっ
た。一方、土砂災害防止機能の理解からは長
期的な環境配慮行動の形成や森林保全意識
が形成されること（ｐ＜.05）、文化形成機能
の理解からは森林保全意識が形成されるこ
と（ｐ＜.05）が明らかとなった。 
(8)自然志向と環境認識 
 自然志向と環境認識の評価点（４段階）と
形成される環境配慮行動（種数）や森林保全
意識（種数）との関係性について把握を行っ
たところ、事前の自然志向とすでにしている
環境配慮行動（ｐ＜.05）、事前の関心とすで
にしている環境配慮行動（ｐ＜.05）、事前の
関心と森林保全意識（ｐ＜.01）、事後の関心
とすでにしている環境配慮行動（ｐ＜.05）
で、それぞれ正の相関がみられた。すなわち、



 

 

自然が好きな被験者や環境問題に対する関
心が高い被験者はプログラム以前に既に環
境配慮行動を多く持ち、森林保全意識も高い。
また、そうした環境問題に対する高い関心が
プログラム後も持続したと考えられる。言い
換えれば、今回の研究企画においては、環境
配慮行動や森林保全意識を阻害するものと
して、自然志向や関心のあることが示唆され
た。 
(9)まとめ 
 本研究によって、森林の機能の理解の違い
によって形成される環境配慮行動や森林保
全意識が異なることが明らかとなった。また、
環境配慮行動や森林保全意識の形成を阻害
する要因として自然志向や環境問題に対す
る関心などの環境認識があることが考えら
れた。仮説的ではあるが、森林の多面的な機
能の理解から短期的な環境配慮行動の形成
へと繋がるものと、長期的な環境配慮行動の
形成へと繋がるものとがあると考えられ、狙
いとする効果によってプログラムを比較検
討し企画する必要があることが示唆された。 
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